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（
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五
九

一
．
は
じ
め
に

本
稿
は
、
二
〇
二
三
年
三
月
六
日
に
開
催
さ
れ
た
「
シ
カ
ゴ
国

際
民
間
航
空
会
議
に
至
る
交
渉
過
程
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
と
題

す
る
研
究
報
告
会
の
報
告
概
要
を
紹
介
し
た
上
で
、
そ
の
質
疑
内

容
を
資
料
と
し
て
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。
前
記
研
究
会
は
、
筆

者
が
研
究
代
表
者
を
務
め
「
我
が
国
航
空
交
渉
の
歴
史
的
変
遷
・

要
諦
に
関
す
る
調
査
・
考
察
」
と
題
す
る
研
究
助
成
企
画
（
一
般

財
団
法
人
関
西
空
港
調
査
会
二
〇
二
二
年
度
調
査
研
究
助
成
事

業
）
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
筆
者
は
研
究
代
表
者
を
務
め
て
い

る
。本

研
究
助
成
企
画
は
、
我
が
国
航
空
交
渉
の
歴
史
的
変
遷
を
整

理
・
分
析
し
た
上
、
今
後
の
航
空
交
渉
を
通
じ
た
国
際
航
空
政
策

の
展
開
に
あ
た
り
有
益
な
示
唆
を
得
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、

お
お
む
ね
次
の
三
つ
の
パ
ー
ト
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

第
一
に
現
在
の
国
際
航
空
の
規
制
の
枠
組
み
を
形
作
っ
た

一
九
四
四
年
の
シ
カ
ゴ
会
議
が
ど
の
よ
う
な
背
景
の
下
開
催
さ
れ
、

ど
の
よ
う
な
参
加
国
が
ど
の
よ
う
な
提
案
・
議
論
を
行
い
、
ど
の

［
研
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報
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六
〇

た
意
義
は
こ
の
点
に
あ
る
と
い
え
る
。

な
お
、
本
稿
の
取
り
ま
と
め
に
あ
た
り
、
大
久
保
拓
也
教
授
、

埴
原
啓
正
氏
、
大
辻
航
暉
氏
の
ご
助
力
を
得
た
こ
と
を
付
言
す
る
。

二
．
高
田
馨
里
報
告
「
シ
カ
ゴ
国
際
民
間
航
空

会
議
に
至
る
交
渉
過
程
に
つ
い
て
の
一
考
察
」

の
概
要

１
．
報
告
に
先
立
っ
て

シ
カ
ゴ
国
際
民
間
航
空
会
議
（1944.11-

：
以
下
「
シ
カ
ゴ
会

議
」
と
い
う
。）
は
、
一
九
四
五
年
四
月
か
ら
行
わ
れ
た
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
会
議
に
先
ん
じ
て
開
催
さ
れ
た
戦
時
の
最
大
国
際
会

議
で
あ
り
、
現
在
に
至
る
ま
で
の
国
際
航
空
の
規
制
枠
組
み
を
創

設
し
た
重
要
な
意
義
を
有
し
て
い
る
。
同
会
議
は
ソ
連
が
直
前
に

不
参
加
を
表
明
し
、
米
英
対
立
で
紛
糾
し
た
た
め
、
大
い
に
難
航

し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。

本
報
告
は
、
シ
カ
ゴ
会
議
に
至
る
交
渉
過
程
を
検
討
す
る
も
の

で
あ
る
。
報
告
に
先
立
ち
、
シ
カ
ゴ
会
議
の
史
的
分
析
に
関
す
る

研
究
状
況
に
つ
い
て
一
言
し
て
お
く
。
シ
カ
ゴ
会
議
に
関
す
る
史

的
分
析
は
、
英
国
の
経
済
史
家
ド
ブ
ソ
ン
の
論
文
を
も
っ
て
嚆
矢

と
す
る
。
同
論
文
以
降
、
シ
カ
ゴ
会
議
に
関
し
て
は
、
戦
時
外
交

よ
う
な
結
果
に
帰
結
し
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。

第
二
に
、
一
九
五
二
年
の
日
米
航
空
協
定
締
結
以
来
の
我
が
国

の
航
空
交
渉
の
変
遷
・
推
移
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
年
表
型
資
料
に

整
理
す
る
こ
と
に
よ
り
俯
瞰
し
、
論
点
・
課
題
の
抽
出
を
図
る
。

第
三
に
、
我
が
国
の
今
後
の
航
空
交
渉
を
通
じ
た
国
際
航
空
政

策
の
展
開
に
あ
た
り
、
そ
の
判
断
軸
、
方
向
性
、
具
体
的
な
作
業

方
針
を
明
確
化
さ
せ
る
一
助
と
な
る
考
察
を
試
み
る
。

本
研
究
会
は
、
本
研
究
助
成
企
画
を
取
り
ま
と
め
る
に
際
し
、

歴
史
学
の
観
点
か
ら
シ
カ
ゴ
会
議
に
つ
き
先
行
業
績
を
有
す
る
高

田
馨
里
教
授
に
、
同
教
授
の
ご
著
書
（
高
田
馨
里
『
オ
ー
プ
ン
ス

カ
イ
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
ア
メ
リ
カ
軍
事
民
間
航
空
外
交

一
九
三
八
〜
一
九
四
六
年
』（
有
志
舎
、
平
成
二
三
年
））
に
基
づ

く
ご
報
告
を
行
っ
て
い
た
だ
き
、
同
報
告
に
基
づ
き
、
前
記
三
つ

の
観
点
か
ら
質
疑
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
シ
カ
ゴ
会
議
は
、
現

在
の
国
際
民
間
航
空
秩
序
の
ベ
ー
ス
を
構
成
す
る
シ
カ
ゴ
条
約
の

発
効
の
契
機
と
な
っ
た
会
議
で
あ
り
、
同
会
議
の
経
過
に
つ
い
て
、

法
律
学
、
政
治
学
の
立
場
か
ら
の
み
で
は
な
く
、
歴
史
学
の
観
点

か
ら
の
知
見
を
加
え
、
学
際
的
意
見
交
換
を
行
う
こ
と
は
、
学
理

的
に
と
っ
て
の
み
な
ら
ず
、
今
後
の
航
空
行
政
へ
の
示
唆
を
得
る

た
め
に
も
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
と
し
て
取
り
ま
と
め

）
〇
六
（

［
研
究
報
告
会
］
シ
カ
ゴ
国
際
民
間
航
空
会
議
に
至
る
交
渉
過
程
（
松
嶋
）

六
一

に
国
務
長
官
ジ
ョ
ン
・
ヘ
イ
が
宣
言
し
た
。）
で
あ
っ
た
。
第
二

次
世
界
大
戦
に
よ
り
前
記
の
排
他
的
帝
国
航
空
秩
序
が
解
体
し
て

い
く
中
、
米
国
政
府
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
心
の
国
際
航
空
秩
序
を
解

体
す
る
こ
と
を
目
指
し
、「
空
の
門
戸
開
放
（O

pen S
ky

）」
政

策
（「
オ
ー
プ
ン
ス
カ
イ
」
政
策
）
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
に
な

る
。⑵

．
戦
後
国
際
民
間
航
空
秩
序
に
お
け
る
ソ
連
要
因
（
シ
カ
ゴ

会
議
不
参
加
）
と
東
西
冷
戦

第
二
次
世
界
大
戦
期
、
民
間
航
空
会
社
を
動
員
し
て
展
開
し
た

米
国
航
空
輸
送
部
隊
に
よ
る
活
動
は
、
英
国
を
は
じ
め
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
中
心
の
航
空
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
網
羅
す
る
も
の
へ
と
拡
大

し
た
。
こ
れ
が
戦
後
の
「
オ
ー
プ
ン
ス
カ
イ
」
政
策
に
結
び
付
い

た
。
一
方
で
、
ソ
連
と
米
国
航
空
輸
送
部
隊
の
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン

ト
は
、
ア
ラ
ス
カ
と
英
ソ
占
領
下
に
お
か
れ
て
い
た
イ
ラ
ン
の
テ

ヘ
ラ
ン
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
ソ
連
領
空
へ
の
侵
入
は
、
米
英
同

盟
国
に
も
許
可
さ
れ
な
か
っ
た
。
ソ
連
は
戦
時
を
通
じ
て
「
領
空

封
鎖
」
を
行
っ
て
い
た
。

３
．
米
国
に
よ
る
国
際
航
空
網
の
再
構
築

⑴
．
Ｃ
Ａ
Ａ
中
心
の
空
港
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム

米
国
に
お
い
て
は
、
一
九
三
八
年
の
民
間
航
空
法
に
よ
っ
て
組

史
・
国
際
関
係
史
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
基
づ
く
研
究
が
、
当
初

は
英
国
、
カ
ナ
ダ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
い
て
、
少
し
遅
れ
て

米
国
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
な
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
さ

ら
に
二
〇
〇
〇
年
代
に
な
る
と
、
冷
戦
期
の
国
際
民
間
航
空
史
研

究
が
活
発
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

２
．
戦
後
国
際
民
間
航
空
秩
序
の
形
成
：
戦
後
国
際
秩
序
の
形

成
と
民
間
航
空
問
題

⑴
．
排
他
的
帝
国
航
空
秩
序
の
解
体
と
「O

pen Sky

」
政
策

最
初
に
第
二
次
世
界
大
戦
前
の
国
際
民
間
航
空
の
状
況
に
つ
い

て
み
て
お
く
。
一
九
三
〇
年
代
最
も
成
功
し
た
民
間
航
空
会
社
の

一
つ
が
ド
イ
ツ
の
ル
フ
ト
ハ
ン
ザ
（
Ｄ
Ｌ
Ｈ
）
で
あ
っ
た
。

Ｄ
Ｌ
Ｈ
は
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
や
中
国
で
米
国
の
パ
ン
ア
メ
リ
カ
ン

航
空
会
社
（
Ｐ
Ａ
Ａ
）
と
競
合
し
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸
国
の
民

間
航
空
会
社
の
多
く
が
Ｄ
Ｈ
Ｌ
の
子
会
社
と
な
っ
て
い
た
。
ま
た

Ｄ
Ｌ
Ｈ
は
中
国
に
お
い
て
も
欧
亜
航
空
公
司
を
通
じ
て
市
場
を
確

保
し
て
い
た
。
そ
し
て
英
国
を
典
型
例
と
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
植
民

地
帝
国
は
宗
主
国
と
植
民
地
を
結
ぶ
排
他
的
な
帝
国
航
空
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
い
た
。

他
方
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
お
け
る
米
国
の
対
外

政
策
の
一
つ
は
、「
門
戸
開
放
（O

pen D
oor

）」（
一
八
九
九
年

）
〇
六
（
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六
二

⑶
．
参
戦
後
の
陸
軍
工
兵
部
隊
に
よ
る
空
軍
基
地
・
空
港
建
設

（
太
平
洋
）

太
平
洋
の
空
軍
・
海
軍
基
地
に
関
し
て
は
、
対
日
戦
争
を
通
じ

て
再
構
築
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
真
珠
湾
攻
撃
後
、
米
軍
が
飛

び
石
戦
略
で
攻
略
し
た
島
々
に
お
い
て
陸
軍
工
兵
隊
が
Ｃ
Ａ
Ａ
資

金
を
用
い
て
空
港
整
備
を
行
っ
た
。
こ
こ
に
お
い
て
も
、
建
設
さ

れ
る
空
港
は
軍
民
両
用
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

⑷
．
米
国
参
戦
と
民
間
航
空
会
社
動
員

戦
時
に
お
け
る
民
間
航
空
会
社
の
動
員
に
つ
い
て
は
、

一
九
三
八
年
の
民
間
航
空
法
に
規
定
さ
れ
て
お
り
、
米
国
参
戦
に

伴
っ
て
、
国
内
線
を
運
航
し
て
い
た
す
べ
て
の
航
空
会
社
一
七
社

が
軍
事
動
員
さ
れ
、
陸
軍
空
輸
部
隊
（U

S
A

A
F

 A
ir T

ransport 
C

om
m

and

）
に
動
員
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
彼
ら
は
、
パ
イ

ロ
ッ
ト
や
整
備
士
な
ど
、
海
外
任
務
を
含
む
軍
務
に
つ
い
た
。

４
．
戦
後
国
際
民
間
航
空
秩
序
を
巡
る
米
英
対
立

⑴
．
一
九
四
二
年
七
月
の
米
英
航
空
二
国
間
協
議
提
案

米
国
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
参
戦
前
に
、
米
国
唯
一
の
国
際
線

運
航
会
社
で
あ
っ
た
Ｐ
Ａ
Ａ
を
動
員
し
た
。
Ｐ
Ａ
Ａ
は
、
英
国
支

援
の
た
め
、
ア
フ
リ
カ
横
断
・
中
東
経
由
・
イ
ン
ド
行
き
ル
ー
ト

を
建
設
し
た
が
、
こ
れ
は
大
英
帝
国
航
空
ル
ー
ト
を
補
完
す
る
も

織
さ
れ
たC

ivil A
eronautics A

uthority

（
Ｃ
Ａ
Ａ
：
の
ち
に

C
ivil A

eronautics A
dm

inistration

に
再
編
）
を
中
心
に
、
国

内
の
地
方
空
港
の
整
備
が
行
わ
れ
た
。
一
九
四
〇
年
一
〇
月
に
議

会
は
Ｃ
Ａ
Ａ
に
対
し
て
四
〇
〇
〇
万
ド
ル
の
予
算
を
配
分
し
て
、

国
防
に
必
須
の
空
港
の
整
備
、
建
設
を
促
し
た
。
Ｃ
Ａ
Ａ
は
、
迅

速
に
Ｗ
Ｐ
Ａ
（
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策
の
一
つ
で
あ
る
公
共
事
業

促
進
局
で
地
方
空
港
の
整
備
を
行
っ
た
）
と
と
も
に
、
陸
海
軍
と

協
力
体
制
を
築
き
、
軍
民
両
用
の
空
港
整
備
を
行
っ
た
。

一
九
四
〇
年
九
月
の
駆
逐
艦
基
地
交
換
協
定
で
使
用
権
を
得
た
西

半
球
の
英
国
領
島
嶼
地
域
の
空
港
に
つ
い
て
も
、
米
国
が
建
設
を

担
っ
た
。

⑵
．
参
戦
前
Ｐ
Ａ
Ａ
に
よ
る
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
・
ア
フ
リ
カ
横

断
ル
ー
ト
開
拓

中
東
の
英
国
軍
支
援
の
た
め
に
、
米
英
両
政
府
と
Ｐ
Ａ
Ａ
が
契

約
し
、
民
間
航
空
会
社
と
し
て
Ｐ
Ａ
Ａ
が
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
・
横

断
ル
ー
ト
の
開
拓
、
建
設
、
航
空
機
の
輸
送
活
動
を
担
っ
た
。
こ

れ
は
、
参
戦
以
前
に
海
外
に
軍
隊
を
派
遣
す
る
こ
と
が
困
難
で

あ
っ
た
た
め
に
、
Ｐ
Ａ
Ａ
に
委
託
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
時
に
米

国
政
府
は
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸
国
の
民
間
航
空
会
社
の
脱
ド
イ

ツ
化
を
促
進
し
た
。

）
〇
六
（

［
研
究
報
告
会
］
シ
カ
ゴ
国
際
民
間
航
空
会
議
に
至
る
交
渉
過
程
（
松
嶋
）

六
三

な
っ
た
。

⑵
．
戦
後
米
国
軍
事
民
間
航
空
政
策
策
定
準
備

次
に
、
米
国
国
内
に
お
け
る
民
間
航
空
問
題
の
展
開
に
つ
い
て

み
て
お
く
。
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
民
間
航
空
問
題
は
経
済
問
題

で
あ
る
と
同
時
に
安
全
保
障
問
題
で
あ
る
と
い
う
認
識
で
あ
る
。

日
本
に
よ
る
真
珠
湾
攻
撃
は
、
米
国
に
お
け
る
安
全
保
障
問
題
、

す
な
わ
ち
航
空
政
策
に
お
け
る
基
地
獲
得
論
を
産
み
出
す
に
至
っ

た
。ⅰ

．
航
空
問
題
各
省
間
委
員
会
の
設
置

一
九
四
二
年
末
、
英
国
下
院
議
会
で
「
航
空
問
題
を
巡
っ
て

我
々
は
も
う
一
つ
の
ボ
ス
ト
ン
茶
会
事
件
に
遭
遇
す
る
」
と
し
て
、

米
国
と
の
早
期
協
議
を
求
め
る
主
張
が
な
さ
れ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
・
タ
イ
ム
ズ
な
ど
で
報
道
さ
れ
た
。

ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
大
統
領
は
、
航
空
政
策
策
定
の
た
め
航
空
問

題
各
省
間
委
員
会
を
設
置
す
る
。
同
委
員
会
は
国
務
次
官
補
（
ア

ド
ル
フ
・
バ
ー
リ
）、
陸
海
軍
省
次
官
補
、
商
務
省
次
官
補
、
民

間
航
空
局
長
か
ら
構
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ⅱ
．
ヘ
ン
リ
ー
・
ル
ー
ス
の
「
米
国
の
世
紀
」
と
ク
レ
ア
・

ル
ー
ス
と
「
基
地
獲
得
論
」

著
名
な
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
あ
っ
た
ヘ
ン
リ
ー
・
ル
ー
ス
は
、

の
だ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
米
国
は
、
米
国
と
ラ
テ
ン
ア
メ
リ

カ
・
ア
フ
リ
カ
・
中
東
を
結
ぶ
ル
ー
ト
を
整
備
し
た
。

ま
た
米
国
政
府
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
参
戦
後
、
国
内
一
七
の

民
間
航
空
会
社
を
軍
事
動
員
す
る
空
輸
作
戦
を
展
開
し
た
。

こ
の
よ
う
な
米
国
の
対
応
を
、
英
国
政
府
は
、
一
九
四
二
年
七

月
、
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
Ｐ
Ａ
Ａ
の
活
動
を
「
米
国
が
第
二
次
世

界
大
戦
後
の
運
航
権
を
獲
得
し
よ
う
と
し
て
い
る
」
も
の
で
あ
る

と
理
解
し
た
。
そ
し
て
大
英
帝
国
へ
の
米
国
企
業
の
進
出
を
懸
念

し
、
米
国
政
府
に
ク
レ
ー
ム
を
提
起
し
、
一
九
四
二
年
七
月
の
米

英
航
空
二
国
間
協
議
が
な
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に

米
英
間
で
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
終
結
前
か
ら
戦
後
の
航
空
秩

序
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
を
い
ず
れ
が
握
る
か
に
つ
い
て
、
激
し
い
主
導

権
争
い
が
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

二
国
間
協
議
の
結
果
、
米
国
政
府
は
ア
フ
リ
カ
・
ル
ー
ト
か
ら

Ｐ
Ａ
Ａ
を
排
除
し
、
Ｐ
Ａ
Ａ
は
海
軍
と
太
平
洋
で
活
動
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
当
然
、
こ
の
措
置
に
対
し
Ｐ
Ａ
Ａ
は
不
満
で
あ
り
、

後
日
、
か
か
る
解
決
は
、
共
和
党
に
よ
り
問
題
視
さ
れ
る
こ
と
と

な
る
。
ま
た
、
米
国
政
府
も
、
英
国
に
対
し
、
英
国
が
戦
後
の
空

を
支
配
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
疑
念
を
抱
く
こ
と
に
も
な
っ
た
。

そ
し
て
米
英
対
立
は
、
一
九
四
二
年
末
に
は
顕
在
化
す
る
こ
と
に

）
〇
六
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次
に
、
米
国
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内
に
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る
民
間
航
空
問
題
の
展
開
に
つ
い
て

み
て
お
く
。
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
民
間
航
空
問
題
は
経
済
問
題

で
あ
る
と
同
時
に
安
全
保
障
問
題
で
あ
る
と
い
う
認
識
で
あ
る
。

日
本
に
よ
る
真
珠
湾
攻
撃
は
、
米
国
に
お
け
る
安
全
保
障
問
題
、

す
な
わ
ち
航
空
政
策
に
お
け
る
基
地
獲
得
論
を
産
み
出
す
に
至
っ

た
。ⅰ

．
航
空
問
題
各
省
間
委
員
会
の
設
置

一
九
四
二
年
末
、
英
国
下
院
議
会
で
「
航
空
問
題
を
巡
っ
て

我
々
は
も
う
一
つ
の
ボ
ス
ト
ン
茶
会
事
件
に
遭
遇
す
る
」
と
し
て
、
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国
と
の
早
期
協
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を
求
め
る
主
張
が
な
さ
れ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
・
タ
イ
ム
ズ
な
ど
で
報
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さ
れ
た
。

ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
大
統
領
は
、
航
空
政
策
策
定
の
た
め
航
空
問

題
各
省
間
委
員
会
を
設
置
す
る
。
同
委
員
会
は
国
務
次
官
補
（
ア

ド
ル
フ
・
バ
ー
リ
）、
陸
海
軍
省
次
官
補
、
商
務
省
次
官
補
、
民

間
航
空
局
長
か
ら
構
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ⅱ
．
ヘ
ン
リ
ー
・
ル
ー
ス
の
「
米
国
の
世
紀
」
と
ク
レ
ア
・

ル
ー
ス
と
「
基
地
獲
得
論
」

著
名
な
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
あ
っ
た
ヘ
ン
リ
ー
・
ル
ー
ス
は
、

の
だ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
米
国
は
、
米
国
と
ラ
テ
ン
ア
メ
リ

カ
・
ア
フ
リ
カ
・
中
東
を
結
ぶ
ル
ー
ト
を
整
備
し
た
。

ま
た
米
国
政
府
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
参
戦
後
、
国
内
一
七
の

民
間
航
空
会
社
を
軍
事
動
員
す
る
空
輸
作
戦
を
展
開
し
た
。

こ
の
よ
う
な
米
国
の
対
応
を
、
英
国
政
府
は
、
一
九
四
二
年
七

月
、
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
Ｐ
Ａ
Ａ
の
活
動
を
「
米
国
が
第
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次
世

界
大
戦
後
の
運
航
権
を
獲
得
し
よ
う
と
し
て
い
る
」
も
の
で
あ
る

と
理
解
し
た
。
そ
し
て
大
英
帝
国
へ
の
米
国
企
業
の
進
出
を
懸
念

し
、
米
国
政
府
に
ク
レ
ー
ム
を
提
起
し
、
一
九
四
二
年
七
月
の
米

英
航
空
二
国
間
協
議
が
な
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に

米
英
間
で
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
終
結
前
か
ら
戦
後
の
航
空
秩

序
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
を
い
ず
れ
が
握
る
か
に
つ
い
て
、
激
し
い
主
導

権
争
い
が
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

二
国
間
協
議
の
結
果
、
米
国
政
府
は
ア
フ
リ
カ
・
ル
ー
ト
か
ら

Ｐ
Ａ
Ａ
を
排
除
し
、
Ｐ
Ａ
Ａ
は
海
軍
と
太
平
洋
で
活
動
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
当
然
、
こ
の
措
置
に
対
し
Ｐ
Ａ
Ａ
は
不
満
で
あ
り
、

後
日
、
か
か
る
解
決
は
、
共
和
党
に
よ
り
問
題
視
さ
れ
る
こ
と
と

な
る
。
ま
た
、
米
国
政
府
も
、
英
国
に
対
し
、
英
国
が
戦
後
の
空

を
支
配
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
疑
念
を
抱
く
こ
と
に
も
な
っ
た
。

そ
し
て
米
英
対
立
は
、
一
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四
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年
末
に
は
顕
在
化
す
る
こ
と
に
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ⅲ
．
米
国
議
会
に
お
け
る
基
地
獲
得
論
の
強
ま
り
　
連
邦
議
会

論
争
（
一
九
四
三
年
二
月
）

前
述
の
ル
ー
ス
夫
妻
の
意
見
の
影
響
を
受
け
、
共
和
党
上
院
議

員
か
ら
も
、
ク
レ
ア
・
ル
ー
ス
の
演
説
と
同
様
に
武
器
貸
与
の
返

済
と
し
て
、
貸
与
先
の
国
に
基
地
を
米
国
の
軍
事
基
地
を
獲
得
す

べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
（
基
地
獲
得
論
）
が
提
起
さ
れ
、
こ
の
基

地
獲
得
論
の
是
非
を
巡
り
、
論
争
を
呼
ぶ
こ
と
と
な
っ
た
。
す
な

わ
ち
米
国
が
世
界
中
の
基
地
を
獲
得
す
る
こ
と
は
、
前
記
利
点
が

あ
る
一
方
、
他
方
に
お
い
て
、
他
国
の
主
権
を
侵
害
し
、
大
西
洋

憲
章
で
確
認
さ
れ
た
領
土
の
不
拡
張
に
も
抵
触
す
る
と
い
う
批
判

を
引
き
起
こ
し
た
の
で
あ
る
。

ⅳ
．
副
大
統
領
ヘ
ン
リ
ー
・
ウ
ォ
レ
ス
の
「
空
の
自
由
論
」

そ
し
て
、「
基
地
獲
得
論
」
に
対
し
、
副
大
統
領
で
あ
っ
た
ヘ

ン
リ
ー
・
ウ
ォ
レ
ス
は
、
国
際
機
関
に
よ
る
国
際
空
港
の
管
理
と
、

す
べ
て
の
国
が
平
等
に
空
港
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
「
空
の
自
由
」

論
を
展
開
し
た
。
ま
た
政
府
内
で
も
と
く
に
軍
部
は
、
領
空
の
開

放
に
対
し
て
慎
重
な
姿
勢
を
示
し
て
い
た
。

ⅴ
．
米
軍
に
よ
る
戦
後
基
地
確
保
政
策
の
策
定

一
九
四
三
年
三
月
、
統
合
戦
略
調
査
委
員
会
は
、「
国
際
警
察

力
に
求
め
ら
れ
る
太
平
洋
横
断
航
空
ル
ー
ト
お
よ
び
航
空
施
設
」

「
豊
か
な
生
産
力
を
持
ち
、
自
由
を
愛
し
、
さ
ら
に
正
義
と
慈
悲

と
い
っ
た
西
洋
文
明
の
伝
統
を
継
承
し
た
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
は
、

国
際
社
会
に
お
い
て
指
導
的
役
割
を
果
た
す
こ
と
を
忌
避
す
る
べ

き
で
は
な
い
」
と
述
べ
、
米
国
の
航
空
機
は
望
む
と
こ
ろ
に
飛
行

す
る
権
利
を
得
る
べ
き
で
あ
る
と
強
く
主
張
し
た
。
ヘ
ン
リ
ー
・

ル
ー
ス
の
意
見
は
、
従
来
の
政
策
で
あ
っ
た
孤
立
主
義
を
否
定
し
、

新
た
な
米
国
の
役
割
に
つ
き
問
題
提
起
す
る
も
の
で
あ
る
と
同
時

に
、
武
器
貸
与
へ
の
支
持
を
高
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
ヘ
ン
リ
ー
・
ル
ー
ス
の
妻
で
あ
り
、
下
院
議
員
で
も
あ
っ

た
ク
レ
ア
・
ル
ー
ス
も
、
演
説
に
お
い
て
、
米
英
両
政
府
の
航
空

政
策
を
批
判
し
、
Ｐ
Ａ
Ａ
を
は
じ
め
、
軍
事
動
員
さ
れ
た
す
べ
て

の
民
間
航
空
会
社
が
、
戦
後
の
世
界
で
運
航
で
き
る
よ
う
に
す
る

べ
き
だ
と
し
て
、
武
器
貸
与
支
援
の
見
返
り
に
、
戦
後
の
基
地
・

空
港
使
用
権
を
獲
得
す
べ
き
だ
と
主
張
し
た
。

当
然
、
こ
れ
ら
の
一
連
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
背
後
に
は
Ｐ
Ａ
Ａ

が
い
た
。
Ｐ
Ａ
Ａ
の
社
長
は
、
ヘ
ン
リ
ー
・
ル
ー
ス
の
親
友
で
、

ク
レ
ア
・
ル
ー
ス
の
選
挙
戦
を
支
え
た
の
は
、
Ｐ
Ａ
Ａ
の
副
社
長

で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
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六
五

⑵
．
英
国
お
よ
び
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
の
民
間
航
空
政
策
策
定

英
国
政
府
は
米
国
政
府
と
の
二
国
間
協
議
に
備
え
、
コ
モ
ン

ウ
ェ
ル
ス
諸
国
と
の
協
議
を
開
催
し
、
大
英
帝
国
の
団
結
を
背
景

に
米
国
と
の
早
期
決
着
を
目
指
そ
う
と
し
た
。
た
だ
そ
の
航
空
政

策
に
つ
い
て
は
若
干
の
ブ
レ
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
当
初
英
国
政

府
は
、
国
際
機
関
に
よ
る
民
間
航
空
の
管
理
運
営
と
い
っ
た
国
際

化
案
を
検
討
し
て
い
た
が
、
政
府
内
で
合
意
に
い
た
ら
ず
、
大
英

帝
国
の
枠
組
内
で
米
国
と
交
渉
し
、
米
国
民
間
航
空
を
規
制
す
る

枠
組
み
を
目
指
す
に
至
っ
た
。

英
国
に
対
し
、
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
諸
国
は
必
ず
し
も
一
枚
岩
で

あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
カ
ナ
ダ
は
、
独
自
航
空
政

策
と
し
て
二
国
間
双
務
協
定
の
重
要
性
を
指
摘
し
て
い
た
し
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
国
際
管
理
案
を
支
持

し
て
い
た
。

そ
し
て
カ
ナ
ダ
は
、
米
国
と
直
接
予
備
的
交
渉
も
行
っ
て
い
た

（
米
加
予
備
交
渉
）。
米
加
予
備
交
渉
の
結
果
、
大
英
帝
国
の
枠
組

み
で
の
協
議
は
困
難
な
状
況
と
な
っ
た
。

⑶
．
ソ
連
の
民
間
航
空
政
策

ソ
連
外
交
官
で
あ
る
マ
イ
ス
キ
ー
は
、
米
英
間
の
戦
後
民
間
航

空
政
策
を
め
ぐ
る
協
議
の
開
始
に
際
し
て
、「
ソ
連
も
話
し
合
う

と
、「
空
軍
基
地
、
航
空
施
設
お
よ
び
外
国
領
土
で
の
運
航
権
に

関
す
る
米
国
合
衆
国
の
軍
事
的
要
請
」
と
い
う
報
告
書
を
提
出
し

た
。
同
報
告
書
は
、
連
邦
議
会
の
保
守
派
か
ら
の
政
治
的
圧
力
と

「
太
平
洋
を
米
国
の
湖
に
す
る
」
と
い
う
海
軍
の
要
求
を
反
映
す

る
も
の
で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
同
報
告
書
で
問
題
と
さ
れ
た
地
域

は
、
北
大
西
洋
地
域
の
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
、
中

部
大
西
洋
地
域
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
領
ア
ゾ
レ
ス
諸
島
と
カ
ポ
・
ヴ
ェ

ル
デ
諸
島
、
ス
ペ
イ
ン
領
カ
ナ
リ
ア
諸
島
、
仏
領
西
ア
フ
リ
カ
、

お
よ
び
太
平
洋
の
広
域
に
散
在
す
る
島
嶼
基
地
群
で
あ
る
。

５
．
戦
後
国
際
民
間
航
空
秩
序
構
想

⑴
．
米
国
民
間
航
空
政
策
の
策
定

次
に
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
国
際
民
間
航
空
秩
序
構
築
に
至
る

経
過
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
英
国
が
、
米
英
二
国
間
航
空
交
渉
を

強
く
主
張
す
る
の
に
対
し
、
米
国
で
は
、
①
．
バ
ー
リ
の
「
第
五

の
自
由
（
以
遠
権
）」
を
含
む
多
国
間
一
般
協
定
案
、
②
．
二
国

間
双
務
協
定
に
基
づ
き
、
以
遠
権
に
つ
い
て
は
個
別
交
渉
す
べ
き

と
い
う
民
間
航
空
局
の
専
門
家
の
案
の
他
、
③
．
基
地
獲
得
論
を

主
張
す
る
連
邦
議
会
や
軍
部
の
意
見
が
対
立
し
、
な
か
な
か
意
見

の
一
致
を
み
な
か
っ
た
。
最
終
的
に
は
、
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
が

バ
ー
リ
案
を
支
持
し
、
こ
れ
が
米
国
案
と
さ
れ
る
に
至
る
。

）
〇
九
（



［
研
究
報
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］
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カ
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⑵
．
英
国
お
よ
び
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
の
民
間
航
空
政
策
策
定

英
国
政
府
は
米
国
政
府
と
の
二
国
間
協
議
に
備
え
、
コ
モ
ン

ウ
ェ
ル
ス
諸
国
と
の
協
議
を
開
催
し
、
大
英
帝
国
の
団
結
を
背
景

に
米
国
と
の
早
期
決
着
を
目
指
そ
う
と
し
た
。
た
だ
そ
の
航
空
政

策
に
つ
い
て
は
若
干
の
ブ
レ
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
当
初
英
国
政

府
は
、
国
際
機
関
に
よ
る
民
間
航
空
の
管
理
運
営
と
い
っ
た
国
際

化
案
を
検
討
し
て
い
た
が
、
政
府
内
で
合
意
に
い
た
ら
ず
、
大
英

帝
国
の
枠
組
内
で
米
国
と
交
渉
し
、
米
国
民
間
航
空
を
規
制
す
る

枠
組
み
を
目
指
す
に
至
っ
た
。

英
国
に
対
し
、
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
諸
国
は
必
ず
し
も
一
枚
岩
で

あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
カ
ナ
ダ
は
、
独
自
航
空
政

策
と
し
て
二
国
間
双
務
協
定
の
重
要
性
を
指
摘
し
て
い
た
し
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
国
際
管
理
案
を
支
持

し
て
い
た
。

そ
し
て
カ
ナ
ダ
は
、
米
国
と
直
接
予
備
的
交
渉
も
行
っ
て
い
た

（
米
加
予
備
交
渉
）。
米
加
予
備
交
渉
の
結
果
、
大
英
帝
国
の
枠
組

み
で
の
協
議
は
困
難
な
状
況
と
な
っ
た
。

⑶
．
ソ
連
の
民
間
航
空
政
策

ソ
連
外
交
官
で
あ
る
マ
イ
ス
キ
ー
は
、
米
英
間
の
戦
後
民
間
航

空
政
策
を
め
ぐ
る
協
議
の
開
始
に
際
し
て
、「
ソ
連
も
話
し
合
う

と
、「
空
軍
基
地
、
航
空
施
設
お
よ
び
外
国
領
土
で
の
運
航
権
に

関
す
る
米
国
合
衆
国
の
軍
事
的
要
請
」
と
い
う
報
告
書
を
提
出
し

た
。
同
報
告
書
は
、
連
邦
議
会
の
保
守
派
か
ら
の
政
治
的
圧
力
と

「
太
平
洋
を
米
国
の
湖
に
す
る
」
と
い
う
海
軍
の
要
求
を
反
映
す

る
も
の
で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
同
報
告
書
で
問
題
と
さ
れ
た
地
域

は
、
北
大
西
洋
地
域
の
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
、
中

部
大
西
洋
地
域
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
領
ア
ゾ
レ
ス
諸
島
と
カ
ポ
・
ヴ
ェ

ル
デ
諸
島
、
ス
ペ
イ
ン
領
カ
ナ
リ
ア
諸
島
、
仏
領
西
ア
フ
リ
カ
、

お
よ
び
太
平
洋
の
広
域
に
散
在
す
る
島
嶼
基
地
群
で
あ
る
。

５
．
戦
後
国
際
民
間
航
空
秩
序
構
想

⑴
．
米
国
民
間
航
空
政
策
の
策
定

次
に
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
国
際
民
間
航
空
秩
序
構
築
に
至
る

経
過
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
英
国
が
、
米
英
二
国
間
航
空
交
渉
を

強
く
主
張
す
る
の
に
対
し
、
米
国
で
は
、
①
．
バ
ー
リ
の
「
第
五

の
自
由
（
以
遠
権
）」
を
含
む
多
国
間
一
般
協
定
案
、
②
．
二
国

間
双
務
協
定
に
基
づ
き
、
以
遠
権
に
つ
い
て
は
個
別
交
渉
す
べ
き

と
い
う
民
間
航
空
局
の
専
門
家
の
案
の
他
、
③
．
基
地
獲
得
論
を

主
張
す
る
連
邦
議
会
や
軍
部
の
意
見
が
対
立
し
、
な
か
な
か
意
見

の
一
致
を
み
な
か
っ
た
。
最
終
的
に
は
、
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
が

バ
ー
リ
案
を
支
持
し
、
こ
れ
が
米
国
案
と
さ
れ
る
に
至
る
。

）
〇
九
（
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国
」
と
し
て
送
ら
れ
た
。
こ
れ
は
大
英
帝
国
解
体
へ
の
圧
力
と

な
っ
た
。

６
．
シ
カ
ゴ
会
議

⑴
．
シ
カ
ゴ
会
議
開
催
へ

以
上
の
経
過
を
経
て
、
シ
カ
ゴ
会
議
（
一
九
四
四
年
一
一
─

一
二
月
）
が
開
催
さ
れ
た
。
同
会
議
は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会

議
前
の
最
大
の
国
際
会
議
で
あ
る
。
シ
カ
ゴ
会
議
の
参
加
国
は
、

米
国
、
カ
ナ
ダ
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸
国
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に

留
ま
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
米
国
は
、
主
催
国
と
し
て
英
国
植
民

地
の
イ
ン
ド
や
英
国
の
影
響
下
に
あ
っ
た
中
東
諸
国
や
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
、
ま
た
米
国
統
治
下
に
あ
っ
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
も
「
独
立

国
」
と
し
て
招
待
し
た
。
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
は
さ
ら
に
、
中
国
と

タ
イ
が
参
加
し
、
従
来
の
欧
米
中
心
主
義
で
は
な
い
国
際
的
な
枠

組
み
の
在
り
方
を
示
し
た
。
こ
の
よ
う
な
シ
カ
ゴ
会
議
は
、
大
英

帝
国
の
枠
組
み
に
対
す
る
挑
戦
で
も
あ
っ
た
。

⑵
．
シ
カ
ゴ
会
議
の
議
案

シ
カ
ゴ
会
議
に
お
い
て
、
戦
後
の
航
空
秩
序
案
は
下
記
の
四
つ

が
提
案
さ
れ
た
。

①
．
米
国
案

無
制
限
の
以
遠
権
（
第
五
の
自
由
）

②
．
カ
ナ
ダ
案

二
国
間
の
双
務
航
空
協
定
案

用
意
が
あ
る
」
旨
、
英
国
外
相
イ
ー
デ
ン
に
示
唆
を
し
た
。
ソ
連

の
航
空
政
策
は
、
米
英
の
対
立
に
際
し
て
中
立
を
維
持
し
な
が
ら
、

自
国
領
空
保
全
を
図
る
と
と
も
に
、「
千
島
列
島
、
南
サ
ハ
リ
ン
、

イ
ラ
ン
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ル
ー
マ
ニ
ア
に
お
け
る
軍
事
基
地
」

の
必
要
性
を
確
認
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
ソ
連
も
ま
た
基

地
獲
得
論
を
検
討
し
て
い
た
。

ま
た
ソ
連
政
府
は
、
英
国
と
の
協
調
に
よ
っ
て
新
し
い
米
国
帝

国
主
義
的
膨
張
に
対
応
す
る
方
向
性
を
も
検
討
し
て
い
た
。

⑷
．
シ
カ
ゴ
会
議
開
催
と
基
地
確
保
政
策

英
国
政
府
か
ら
の
度
重
な
る
二
国
間
協
議
要
求
に
対
し
、
ロ
ー

ズ
ヴ
ェ
ル
ト
政
権
は
、
英
国
と
の
二
国
間
交
渉
よ
り
も
国
際
会
議

に
よ
っ
て
多
国
間
協
定
を
結
ぶ
方
針
の
下
（
前
記
の
①
．
バ
ー
リ

案
）、
連
合
国
や
中
立
国
と
の
精
力
的
な
予
備
交
渉
を
展
開
す
る
。

他
方
、
英
国
も
、
大
英
帝
国
内
航
空
会
社
の
「
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
」

を
摸
索
す
る
。

一
九
四
四
年
九
月
、
米
国
の
大
統
領
選
挙
前
で
あ
っ
た
に
も
関

わ
ら
ず
、
国
際
会
議
開
催
の
た
め
に
、
⒜
．
連
合
国
、
⒝
．
連
合

国
へ
の
協
力
国
、
⒞
．
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
ジ
ア
の
中
立
国
に
招
待

状
が
送
ら
れ
た
。
招
待
状
は
、
英
国
保
護
領
と
さ
れ
た
中
東
地
域

や
植
民
地
イ
ン
ド
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
等
に
対
し
て
も
「
独
立

）
〇
〇
（

［
研
究
報
告
会
］
シ
カ
ゴ
国
際
民
間
航
空
会
議
に
至
る
交
渉
過
程
（
松
嶋
）

六
七

事
使
用
権
獲
得
を
個
別
に
摸
索
す
る
と
と
も
に
、
民
間
国
際
航
空

に
関
し
、
二
国
間
協
定
を
締
結
す
る
方
向
へ
と
動
い
た
。
そ
の
結

果
、
戦
後
の
国
際
民
間
航
空
は
、
一
九
四
六
年
二
月
の
米
英
航
空

二
国
間
協
定
よ
り
開
始
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

か
よ
う
な
紆
余
曲
折
を
経
て
、
一
九
四
七
年
に
、
シ
カ
ゴ
条
約

は
発
効
す
る
に
至
り
、
そ
の
本
拠
地
は
、
カ
ナ
ダ
の
モ
ン
ト
リ

オ
ー
ル
に
置
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

７
．
結
び
に
代
え
て

以
上
を
ま
と
め
る
と
以
下
の
と
お
り
と
な
る
。

•

戦
後
国
際
航
空
秩
序
は
、
帝
国
防
衛
を
図
っ
た
英
国
と
「
空
の

門
戸
開
放
（O

pen S
ky

）」
を
求
め
た
米
国
と
の
対
立
の
中
か

ら
生
ま
れ
た
。

•

協
定
自
体
は
カ
ナ
ダ
案
が
採
択
さ
れ
た
が
、
圧
倒
的
輸
送
力

（
一
七
の
民
間
航
空
会
社
の
動
員
と
米
国
資
金
に
よ
る
世
界
規

模
の
空
港
建
設
）
に
よ
り
、
米
国
は
以
遠
権
を
求
め
る
と
同
時

に
輸
送
力
に
つ
い
て
は
航
空
会
社
が
随
意
に
決
め
る
こ
と
が
で

き
る
事
後
審
査
主
義
が
と
ら
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
。
こ
れ
が
航

空
に
お
け
る
不
平
等
条
約
の
根
源
で
あ
る
と
い
え
る
。

③
．
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
＝

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

案

国
際
機
関
が
国
際
民
間
航
空
の
管

理
・
運
営
を
す
る

④
．
英
国
案

強
力
な
国
際
航
空
機
関
の
設
置
と

空
輸
の
国
別
割
り
当
て

⑶
．
シ
カ
ゴ
会
議
開
催
に
際
し
て
生
じ
た
問
題

シ
カ
ゴ
会
議
に
際
し
、
ソ
連
は
、
直
前
に
な
っ
て
か
ら
参
加
を

キ
ャ
ン
セ
ル
す
る
と
と
も
に
、
自
国
の
領
空
を
封
鎖
し
た
。
ま
た

同
会
議
に
お
い
て
、
米
英
代
表
団
は
激
し
く
対
立
し
、
米
英
両
国

の
指
導
者
で
あ
る
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
と
チ
ャ
ー
チ
ル
の
論
争
に
ま

で
発
展
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
カ
ナ
ダ
が
、
コ
モ
ン

ウ
ェ
ル
ス
諸
国
と
し
て
で
は
な
く
独
立
国
と
し
て
、
そ
の
重
要
性

を
増
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

⑷
．
シ
カ
ゴ
条
約

シ
カ
ゴ
会
議
は
、
一
九
四
四
年
一
二
月
に
な
っ
て
も
、
条
約
を

め
ぐ
っ
て
合
意
に
至
ら
ず
、
閉
会
と
な
り
、
暫
定
的
に
、
①
．
す

べ
て
の
国
家
の
領
空
主
権
を
承
認
す
る
こ
と
と
、
②
．
無
害
航
空

（innocent flight

）
の
権
利
の
み
を
求
め
る
こ
と
が
合
意
さ
れ
た
。

か
か
る
シ
カ
ゴ
会
議
は
、
米
国
内
に
お
い
て
失
敗
と
評
価
さ
れ
、

批
判
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
米
国
は
、
戦
後
の
空
港
軍

）
〇
六
（
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六
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事
使
用
権
獲
得
を
個
別
に
摸
索
す
る
と
と
も
に
、
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間
国
際
航
空

に
関
し
、
二
国
間
協
定
を
締
結
す
る
方
向
へ
と
動
い
た
。
そ
の
結

果
、
戦
後
の
国
際
民
間
航
空
は
、
一
九
四
六
年
二
月
の
米
英
航
空

二
国
間
協
定
よ
り
開
始
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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よ
う
な
紆
余
曲
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を
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て
、
一
九
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七
年
に
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カ
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条
約

は
発
効
す
る
に
至
り
、
そ
の
本
拠
地
は
、
カ
ナ
ダ
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モ
ン
ト
リ

オ
ー
ル
に
置
か
れ
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こ
と
と
な
っ
た
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７
．
結
び
に
代
え
て

以
上
を
ま
と
め
る
と
以
下
の
と
お
り
と
な
る
。

•
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国
際
航
空
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図
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英
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門
戸
開
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（O

pen S
ky
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か

ら
生
ま
れ
た
。

•
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倒
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輸
送
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一
七
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間
航
空
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員
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米
国
資
金
に
よ
る
世
界
規

模
の
空
港
建
設
）
に
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り
、
米
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遠
権
を
求
め
る
と
同
時
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輸
送
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に
つ
い
て
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航
空
会
社
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随
意
に
決
め
る
こ
と
が
で

き
る
事
後
審
査
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義
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と
ら
れ
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こ
と
に
な
つ
た
。
こ
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航

空
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お
け
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不
平
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条
約
の
根
源
で
あ
る
と
い
え
る
。

③
．
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
＝

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

案

国
際
機
関
が
国
際
民
間
航
空
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管

理
・
運
営
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す
る

④
．
英
国
案

強
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国
際
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関
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置
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空
輸
の
国
別
割
り
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て

⑶
．
シ
カ
ゴ
会
議
開
催
に
際
し
て
生
じ
た
問
題

シ
カ
ゴ
会
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に
際
し
、
ソ
連
は
、
直
前
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か
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参
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を

キ
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ン
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と
と
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。
ま
た

同
会
議
に
お
い
て
、
米
英
代
表
団
は
激
し
く
対
立
し
、
米
英
両
国
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ま
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。
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カ
ナ
ダ
が
、
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モ
ン
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ス
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国
と
し
て
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は
な
く
独
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国
と
し
て
、
そ
の
重
要
性
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増
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

⑷
．
シ
カ
ゴ
条
約

シ
カ
ゴ
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議
は
、
一
九
四
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一
二
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①
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。
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六
八

ア
メ
リ
カ
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
と
協
定
を
結
ん
で
し
ま
お
う
と
し
た

ん
で
す
。
そ
う
な
る
と
、
ア
メ
リ
カ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
路
線
の
出
入

口
が
シ
ャ
ノ
ン
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
に
対
し
て
イ
ギ
リ

ス
が
も
の
す
ご
く
反
対
を
し
ま
し
た
。
結
局
、「
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

と
し
て
は
、
ア
メ
リ
カ
の
影
響
下
に
置
か
れ
る
こ
と
を
よ
し
と
す

る
の
か
否
か
」
と
い
う
こ
と
で
し
て
、
ア
メ
リ
カ
＝
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
協
定
と
い
う
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
＝
ア
メ
リ
カ
協
定
の
前
に
結
ば

れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
ん
で
す
が
、
結
構
際
ど
い
状
況
で
し
た
。

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
は
独
立
国
と
し
て
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
支
配
的
な
力
を
得
る
の
が
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
変

わ
る
だ
け
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
こ
と
も
あ
る
の
で
、
割
と
冷
静
に

判
断
し
た
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

本
日
地
図
は
出
さ
な
か
っ
た
ん
で
す
が
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
と

か
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
と
か
に
つ
い
て
は
、
当
時
ア
メ
リ
カ
国
内
で
国

民
に
対
し
て
示
さ
れ
て
い
た
の
が
、
正
距
方
位
図
法
と
い
う
北
極

中
心
図
な
ん
で
す
ね
。
そ
れ
か
ら
見
る
と
ア
メ
リ
カ
と
ソ
連
が
向

き
合
っ
て
い
ま
す
ね
。

［
質
問
者
］

確
か
に
会
議
の
評
価
と
し
て
は
、
自
由
主
義
的
な
立
場
か
ら
す

る
と
結
局
多
数
国
間
協
定
で
は
第
一
の
自
由
と
第
二
の
自
由
ま
で

三
．
高
田
報
告
に
基
づ
く
質
疑

［
松
嶋
（
司
会
）］

高
田
教
授
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
ず
総
括
的
な
コ

メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

［
質
問
者
］

米
英
の
対
立
が
、
本
日
の
ご
報
告
の
中
で
非
常
に
興
味
深
く
感

じ
た
次
第
で
す
。

一
つ
質
問
な
の
で
す
が
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
、

ア
ゾ
レ
ス
諸
島
、
カ
ー
ボ
ベ
ル
デ
、
カ
ナ
リ
ア
諸
島
、
そ
れ
か
ら

西
ア
フ
リ
カ
な
ど
の
航
空
権
益
が
重
要
だ
と
い
う
お
話
が
あ
り
ま

し
た
。
例
え
ば
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
シ
ャ
ノ
ン
は
、
こ
こ
に
入
っ

て
く
る
の
で
し
ょ
う
か
。
米
路
線
が
第
二
次
大
戦
後
に
開
通
し
た

と
き
時
に
は
、
ロ
ン
ド
ン
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
か
行
く
と
き
に

シ
ャ
ノ
ン
に
止
ま
っ
て
い
た
か
と
思
う
の
で
す
が
、
そ
の
点
は
ど

の
よ
う
な
形
で
カ
バ
ー
さ
れ
て
い
る
の
か
が
、
気
に
な
り
ま
し
た
。

［
高
田
］

私
の
研
究
は
第
二
次
世
界
大
戦
か
ら
冷
戦
初
期
が
対
象
で
す
の

で
、
進
行
中
の
と
こ
ろ
に
は
少
し
疎
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
ま

ず
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
つ
い
て
は
シ
ャ
ノ
ン
が
す
ご
く
重
要
で
し
て
、

）
〇
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六
九

ま
し
た
。
国
民
感
情
か
ら
す
る
と
、
空
の
自
由
、
第
五
の
自
由
は

い
ろ
ん
な
国
に
と
っ
て
も
い
い
は
ず
な
の
に
と
、
ア
メ
リ
カ
に

と
っ
て
、
自
由
と
い
う
の
は
す
べ
て
の
国
に
と
っ
て
よ
い
も
の
だ

と
い
う
、
そ
う
い
っ
た
考
え
が
否
定
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と

だ
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
す
ぐ
に
二
国
間
条
約
に
変
わ
っ
て
い
く
ん

で
す
。
で
す
か
ら
、
メ
デ
ィ
ア
上
で
は
失
敗
だ
と
思
っ
て
い
て
も
、

実
際
に
は
基
地
獲
得
と
基
地
使
用
権
交
渉
も
、
航
空
交
渉
と
進
ん

で
い
く
と
い
う
の
で
、
実
際
に
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
航
空
政

策
と
し
て
は
、
航
空
協
定
と
と
も
に
基
地
を
獲
得
し
よ
う
と
い
う

こ
と
で
進
め
て
い
っ
た
意
味
で
は
、
完
全
に
失
敗
じ
ゃ
な
く
て
現

実
的
な
路
線
に
戻
っ
た
っ
て
い
う
こ
と
な
ん
で
し
ょ
う
。

［
質
問
者
］

シ
カ
ゴ
会
議
の
結
果
を
ま
と
め
ま
す
と
、
飛
行
機
を
売
っ
て
い

く
立
場
か
ら
す
る
と
、
テ
ク
ニ
カ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
は
、
で
き
る

だ
け
統
一
化
さ
れ
て
い
た
方
が
売
り
や
す
い
の
で
、
マ
ル
チ
（
多

数
国
間
交
渉
）
で
や
る
一
方
、
ト
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ラ
イ
ト
と
か
、
自

国
の
航
空
会
社
が
ど
こ
ま
で
経
営
が
で
き
る
か
と
か
い
う
こ
と
は
、

完
全
に
オ
ー
プ
ン
に
さ
れ
る
と
、
不
利
な
部
分
も
出
て
き
ま
す
の

で
、
二
国
間
で
や
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
結

果
は
、
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
は
、
こ
の
仕
上
が
り
は
悪
く
な
い
と

合
意
で
き
な
く
て
、
第
三
、
第
四
、
第
五
の
自
由
ま
で
い
か
な

か
っ
た
と
い
う
部
分
が
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
が
失
敗
し
た
よ
う
に
見

え
な
く
も
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
結
果
的
に
は
ア
メ
リ
カ
の
や

り
た
い
よ
う
に
出
来
上
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

［
高
田
］

ア
メ
リ
カ
が
シ
カ
ゴ
会
議
を
開
い
て
、
そ
れ
で
「
空
の
自

由
」”freedom

 of air ”

と
い
う
も
の
が
、
ア
メ
リ
カ
国
民
の
間

に
も
結
構
普
及
し
て
い
っ
た
ん
で
す
ね
。
第
五
の
自
由
と
い
う
言

葉
も
、
当
時
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
が
、
戦
争
を
戦
う
上
で
大
事
な
、

言
論
の
自
由
な
ど
の”four freedom

s ”

と
組
み
合
わ
さ
れ
る
こ

と
で
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
に
重
視
さ
れ
た
ん
で
す
ね
、
第
五
の
自
由

と
い
う
の
は
重
要
な
ん
だ
と
。
あ
と
は
国
際
主
義
的
な
感
覚
で
支

持
を
受
け
た
ん
で
す
よ
ね
。
で
も
、
先
ほ
ど
指
摘
し
た
よ
う
に
、

航
空
専
門
家
な
ど
は
第
五
の
自
由
な
ん
か
無
理
だ
と
。
あ
と
軍
部

も
、
完
全
に
領
空
主
権
を
開
く
な
ん
て
と
ん
で
も
な
い
と
い
う
反

応
を
示
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
は
バ
ー
リ
を
支

持
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
結
果
的
に
は
あ
の
あ
ま
り
コ
ン
セ
ン
サ

ス
が
得
ら
れ
な
い
ま
ま
以
遠
権
も
自
由
化
す
る
み
た
い
な
提
案
が

な
さ
れ
て
し
ま
う
。
だ
か
ら
メ
デ
ィ
ア
な
ど
で
は
、
も
う
シ
カ
ゴ

会
議
が
も
う
途
中
で
決
裂
し
た
と
か
失
敗
で
あ
る
と
か
報
道
さ
れ

）
〇
五
（



［
研
究
報
告
会
］
シ
カ
ゴ
国
際
民
間
航
空
会
議
に
至
る
交
渉
過
程
（
松
嶋
）

六
九

ま
し
た
。
国
民
感
情
か
ら
す
る
と
、
空
の
自
由
、
第
五
の
自
由
は

い
ろ
ん
な
国
に
と
っ
て
も
い
い
は
ず
な
の
に
と
、
ア
メ
リ
カ
に

と
っ
て
、
自
由
と
い
う
の
は
す
べ
て
の
国
に
と
っ
て
よ
い
も
の
だ

と
い
う
、
そ
う
い
っ
た
考
え
が
否
定
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と

だ
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
す
ぐ
に
二
国
間
条
約
に
変
わ
っ
て
い
く
ん

で
す
。
で
す
か
ら
、
メ
デ
ィ
ア
上
で
は
失
敗
だ
と
思
っ
て
い
て
も
、

実
際
に
は
基
地
獲
得
と
基
地
使
用
権
交
渉
も
、
航
空
交
渉
と
進
ん

で
い
く
と
い
う
の
で
、
実
際
に
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
航
空
政

策
と
し
て
は
、
航
空
協
定
と
と
も
に
基
地
を
獲
得
し
よ
う
と
い
う

こ
と
で
進
め
て
い
っ
た
意
味
で
は
、
完
全
に
失
敗
じ
ゃ
な
く
て
現

実
的
な
路
線
に
戻
っ
た
っ
て
い
う
こ
と
な
ん
で
し
ょ
う
。

［
質
問
者
］

シ
カ
ゴ
会
議
の
結
果
を
ま
と
め
ま
す
と
、
飛
行
機
を
売
っ
て
い

く
立
場
か
ら
す
る
と
、
テ
ク
ニ
カ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
は
、
で
き
る

だ
け
統
一
化
さ
れ
て
い
た
方
が
売
り
や
す
い
の
で
、
マ
ル
チ
（
多

数
国
間
交
渉
）
で
や
る
一
方
、
ト
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ラ
イ
ト
と
か
、
自

国
の
航
空
会
社
が
ど
こ
ま
で
経
営
が
で
き
る
か
と
か
い
う
こ
と
は
、

完
全
に
オ
ー
プ
ン
に
さ
れ
る
と
、
不
利
な
部
分
も
出
て
き
ま
す
の

で
、
二
国
間
で
や
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
結

果
は
、
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
は
、
こ
の
仕
上
が
り
は
悪
く
な
い
と

合
意
で
き
な
く
て
、
第
三
、
第
四
、
第
五
の
自
由
ま
で
い
か
な

か
っ
た
と
い
う
部
分
が
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
が
失
敗
し
た
よ
う
に
見

え
な
く
も
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
結
果
的
に
は
ア
メ
リ
カ
の
や

り
た
い
よ
う
に
出
来
上
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

［
高
田
］

ア
メ
リ
カ
が
シ
カ
ゴ
会
議
を
開
い
て
、
そ
れ
で
「
空
の
自

由
」”freedom

 of air ”
と
い
う
も
の
が
、
ア
メ
リ
カ
国
民
の
間

に
も
結
構
普
及
し
て
い
っ
た
ん
で
す
ね
。
第
五
の
自
由
と
い
う
言

葉
も
、
当
時
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
が
、
戦
争
を
戦
う
上
で
大
事
な
、

言
論
の
自
由
な
ど
の”four freedom

s ”
と
組
み
合
わ
さ
れ
る
こ

と
で
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
に
重
視
さ
れ
た
ん
で
す
ね
、
第
五
の
自
由

と
い
う
の
は
重
要
な
ん
だ
と
。
あ
と
は
国
際
主
義
的
な
感
覚
で
支

持
を
受
け
た
ん
で
す
よ
ね
。
で
も
、
先
ほ
ど
指
摘
し
た
よ
う
に
、

航
空
専
門
家
な
ど
は
第
五
の
自
由
な
ん
か
無
理
だ
と
。
あ
と
軍
部

も
、
完
全
に
領
空
主
権
を
開
く
な
ん
て
と
ん
で
も
な
い
と
い
う
反

応
を
示
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
は
バ
ー
リ
を
支

持
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
結
果
的
に
は
あ
の
あ
ま
り
コ
ン
セ
ン
サ

ス
が
得
ら
れ
な
い
ま
ま
以
遠
権
も
自
由
化
す
る
み
た
い
な
提
案
が

な
さ
れ
て
し
ま
う
。
だ
か
ら
メ
デ
ィ
ア
な
ど
で
は
、
も
う
シ
カ
ゴ

会
議
が
も
う
途
中
で
決
裂
し
た
と
か
失
敗
で
あ
る
と
か
報
道
さ
れ

）
〇
五
（
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七
〇

宅
が
た
く
さ
ん
あ
る
ん
で
す
。
つ
ま
り
、
妻
と
子
供
た
ち
は
民
間

航
空
に
乗
る
ん
で
す
ね
。
そ
う
い
う
方
針
を
作
っ
た
り
す
る
こ
と

で
、
輸
送
力
超
過
を
ど
う
埋
め
合
わ
せ
る
か
と
い
う
こ
と
が
、
ア

メ
リ
カ
に
と
っ
て
命
題
で
あ
る
の
で
、
そ
れ
の
た
め
に
も
常
に

オ
ー
プ
ン
ス
カ
イ
、
オ
ー
プ
ン
ス
カ
イ
だ
っ
て
主
張
し
て
い
る
わ

け
で
す
。

も
し
こ
れ
が
変
わ
る
と
す
れ
ば
、
や
は
り
航
空
機
産
業
に
つ
い

て
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
エ
ア
バ
ス
と
ボ
ー
イ
ン
グ
二
強
で
す
よ
ね
。

今
後
中
国
が
ど
う
な
る
か
。
例
え
ば
中
国
の
航
空
機
メ
ー
カ
ー
と

か
、
中
国
の
そ
の
輸
装
力
が
ど
う
な
る
か
、
そ
の
枠
組
み
を
変
え

よ
う
と
す
る
と
か
。
ど
う
で
し
ょ
う
、
中
国
は
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
入
っ
た

後
で
あ
っ
て
も
、
厳
然
と
し
て
あ
る
枠
組
み
を
変
え
る
ほ
ど
の
影

響
力
と
い
う
の
は
、
こ
れ
ほ
ど
経
済
大
国
に
な
っ
た
と
し
て
も
、

持
つ
の
は
難
し
い
の
か
と
思
い
ま
す
。
も
し
枠
組
み
を
変
え
る
と

し
た
ら
、
嫌
な
話
で
す
け
ど
、
第
三
次
世
界
大
戦
み
た
い
な
感
じ

に
な
る
の
だ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

［
質
問
者
］

次
に
お
尋
ね
し
た
い
の
は
、
ソ
連
は
結
局
シ
カ
ゴ
会
議
に
参
加

し
な
か
っ
た
と
い
う
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
高
田
教
授
の
ご
著
書

の
中
で
も
、
記
述
が
あ
り
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
こ
れ
は
、
遠
い
と

い
う
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
一
九
四
四
年
か
ら

二
〇
二
三
年
で
、
も
う
八
〇
年
近
く
こ
の
よ
う
な
状
態
が
続
い
て

お
り
ま
す
。
質
問
し
た
い
の
は
、
こ
の
仕
組
み
は
続
い
て
く
の
か
、

ど
こ
か
で
崩
壊
す
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま
た
こ
の
枠
組

み
が
崩
壊
す
る
と
し
た
ら
、
何
を
き
っ
か
け
に
崩
壊
し
て
い
く
の

で
し
ょ
う
か
。

［
高
田
］

言
い
訳
み
た
い
で
す
け
ど
、
歴
史
家
と
い
う
の
は
過
去
に
あ
っ

た
も
の
を
再
構
築
す
る
仕
事
で
す
の
で
、
予
測
は
難
し
い
ん
で
す

け
ど
、
例
え
ば
、
枠
組
み
を
変
え
る
と
す
れ
ば
国
際
関
係
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。
基
本
的
に
ア
メ
リ
カ
は
輸
送
力
超
過
国
で
、
常
に

輸
送
力
が
超
過
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

最
近
冷
戦
期
の
ア
メ
リ
カ
の
航
空
輸
送
に
つ
い
て
調
べ
始
め
て

い
る
ん
で
す
け
ど
、
や
は
り
そ
ん
な
に
た
く
さ
ん
旅
客
は
急
に
増

え
な
い
。
ジ
ェ
ッ
ト
時
代
に
入
っ
て
も
、
そ
ん
な
に
た
く
さ
ん
旅

客
が
増
え
な
い
。
そ
こ
で
ど
う
し
た
か
っ
て
い
う
と
、
や
は
り
軍

事
依
存
が
高
ま
る
ん
で
す
よ
ね
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
海
外
基
地
に

駐
留
し
て
い
る
米
軍
軍
人
の
家
族
た
ち
も
一
緒
に
暮
ら
せ
る
と
い

う
方
針
を
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
大
統
領
の
時
に
き
ち
ん
と
整
備
し

た
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
日
本
国
内
に
あ
る
基
地
に
も
、
家
族
用
住

）
六
六
（

［
研
究
報
告
会
］
シ
カ
ゴ
国
際
民
間
航
空
会
議
に
至
る
交
渉
過
程
（
松
嶋
）

七
一

あ
る
意
味
ソ
連
と
い
う
の
は
、
そ
の
領
空
を
開
く
か
閉
じ
る
か
と

い
う
こ
と
で
、
な
ん
て
言
う
ん
で
し
ょ
う
、
バ
ラ
ン
サ
ー
と
し
て

の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
と
い
う
印
象
を
受
け
ま
し
た
ね
。
や
は

り
正
距
方
位
図
法
的
に
い
う
と
、
ソ
連
と
い
う
の
は
、
北
極
を
中

心
に
ア
メ
リ
カ
と
対
峙
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
あ
く
ま
で
も

あ
っ
て
、
私
た
ち
は
ミ
サ
イ
ル
防
衛
っ
て
な
ん
と
な
く
、
太
平
洋

を
と
大
西
洋
に
乗
り
飛
ん
で
い
く
の
か
と
思
う
ん
で
す
け
ど
、
こ

こ
な
ん
で
す
よ
ね
。
ソ
連
に
と
っ
て
は
、
国
防
の
た
め
に
、
流
通

事
件
も
そ
う
な
ん
で
す
け
ど
、
領
空
を
封
鎖
し
な
い
と
国
が
守
れ

な
い
、
そ
う
い
っ
た
状
況
に
置
か
れ
続
け
て
い
る
。

例
え
ば
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
時
代
の
情
報
開
示
（
グ
ラ
ス
ノ
ス
チ
）

と
い
っ
た
、
世
界
で
は
オ
ー
プ
ン
に
し
よ
う
と
い
う
動
き
も
あ
り

ま
し
た
が
、
あ
れ
も
一
気
に
潰
さ
れ
ま
し
た
。
な
の
で
、
や
は
り

ロ
シ
ア
に
と
っ
て
は
周
辺
に
友
好
国
を
配
置
し
つ
つ
、
自
分
の
国

は
で
き
る
だ
け
開
か
な
い
よ
う
に
す
る
と
い
う
の
が
基
本
路
線
で
、

Ｕ
２
爆
撃
機
事
件
で
も
、
一
九
四
二
年
に
ア
メ
リ
カ
の
軍
用
機
が

侵
入
し
た
際
に
も
、
も
の
す
ご
く
抗
議
を
行
っ
て
い
る
の
で
、
こ

の
当
時
と
し
て
は
、
領
空
を
閉
じ
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
を

守
り
た
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。

こ
ろ
か
ら
眺
め
て
い
る
の
が
一
番
得
だ
と
い
う
判
断
を
、
当
時
か

ら
ソ
連
は
し
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
積
極
的
に
オ
ー

プ
ン
に
し
て
い
こ
う
と
い
う
発
想
を
感
じ
な
い
ん
で
す
ね
。
ロ
シ

ア
が
こ
う
い
う
地
政
学
的
な
位
置
に
存
在
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

か
ら
す
る
と
、
今
後
ど
う
な
っ
て
も
ロ
シ
ア
の
ス
タ
ン
ス
は
変
わ

ら
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
あ
る
い
は
こ
れ
ま
た
何
か
の
要
素
が

あ
る
と
、
途
端
に
今
ま
で
と
違
う
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
ロ
シ
ア
が
と
っ

て
い
こ
う
と
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

［
高
田
］

そ
う
で
す
よ
ね
、
あ
の
ソ
連
が
ず
っ
と
領
空
封
鎖
を
し
て
い
ま

し
た
が
、
領
空
封
鎖
を
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
結
果
的
に
ア
メ
リ

カ
や
イ
ギ
リ
ス
と
の
対
立
は
起
き
な
か
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
は
ソ
連

領
空
を
開
き
た
い
ん
だ
け
ど
、
ソ
連
に
と
っ
て
は
、
領
空
封
鎖
が

唯
一
国
益
と
自
国
の
安
全
を
守
る
方
法
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で

す
。
や
は
り
一
九
六
〇
年
代
の
ソ
連
が
シ
ベ
リ
ア
ル
ー
ト
を
開
い

て
く
れ
た
こ
と
は
、
非
常
に
大
き
な
こ
と
だ
っ
た
ん
で
す
け
ど
、

ロ
シ
ア
が
今
回
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
踏
み
込
ん
で
い
っ
て
、
北
回
り

ル
ー
ト
が
少
し
難
し
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
や
は
り
民
間
航

空
、
民
間
航
空
商
業
的
に
は
南
の
周
り
ル
ー
ト
と
い
う
も
の
す
ご

く
遠
回
り
で
、
時
間
と
燃
料
を
使
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

）
六
六
（



［
研
究
報
告
会
］
シ
カ
ゴ
国
際
民
間
航
空
会
議
に
至
る
交
渉
過
程
（
松
嶋
）

七
一

あ
る
意
味
ソ
連
と
い
う
の
は
、
そ
の
領
空
を
開
く
か
閉
じ
る
か
と

い
う
こ
と
で
、
な
ん
て
言
う
ん
で
し
ょ
う
、
バ
ラ
ン
サ
ー
と
し
て

の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
と
い
う
印
象
を
受
け
ま
し
た
ね
。
や
は

り
正
距
方
位
図
法
的
に
い
う
と
、
ソ
連
と
い
う
の
は
、
北
極
を
中

心
に
ア
メ
リ
カ
と
対
峙
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
あ
く
ま
で
も

あ
っ
て
、
私
た
ち
は
ミ
サ
イ
ル
防
衛
っ
て
な
ん
と
な
く
、
太
平
洋

を
と
大
西
洋
に
乗
り
飛
ん
で
い
く
の
か
と
思
う
ん
で
す
け
ど
、
こ

こ
な
ん
で
す
よ
ね
。
ソ
連
に
と
っ
て
は
、
国
防
の
た
め
に
、
流
通

事
件
も
そ
う
な
ん
で
す
け
ど
、
領
空
を
封
鎖
し
な
い
と
国
が
守
れ

な
い
、
そ
う
い
っ
た
状
況
に
置
か
れ
続
け
て
い
る
。

例
え
ば
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
時
代
の
情
報
開
示
（
グ
ラ
ス
ノ
ス
チ
）

と
い
っ
た
、
世
界
で
は
オ
ー
プ
ン
に
し
よ
う
と
い
う
動
き
も
あ
り

ま
し
た
が
、
あ
れ
も
一
気
に
潰
さ
れ
ま
し
た
。
な
の
で
、
や
は
り

ロ
シ
ア
に
と
っ
て
は
周
辺
に
友
好
国
を
配
置
し
つ
つ
、
自
分
の
国

は
で
き
る
だ
け
開
か
な
い
よ
う
に
す
る
と
い
う
の
が
基
本
路
線
で
、

Ｕ
２
爆
撃
機
事
件
で
も
、
一
九
四
二
年
に
ア
メ
リ
カ
の
軍
用
機
が

侵
入
し
た
際
に
も
、
も
の
す
ご
く
抗
議
を
行
っ
て
い
る
の
で
、
こ

の
当
時
と
し
て
は
、
領
空
を
閉
じ
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
を

守
り
た
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。

こ
ろ
か
ら
眺
め
て
い
る
の
が
一
番
得
だ
と
い
う
判
断
を
、
当
時
か

ら
ソ
連
は
し
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
積
極
的
に
オ
ー

プ
ン
に
し
て
い
こ
う
と
い
う
発
想
を
感
じ
な
い
ん
で
す
ね
。
ロ
シ

ア
が
こ
う
い
う
地
政
学
的
な
位
置
に
存
在
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

か
ら
す
る
と
、
今
後
ど
う
な
っ
て
も
ロ
シ
ア
の
ス
タ
ン
ス
は
変
わ

ら
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
あ
る
い
は
こ
れ
ま
た
何
か
の
要
素
が

あ
る
と
、
途
端
に
今
ま
で
と
違
う
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
ロ
シ
ア
が
と
っ

て
い
こ
う
と
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

［
高
田
］

そ
う
で
す
よ
ね
、
あ
の
ソ
連
が
ず
っ
と
領
空
封
鎖
を
し
て
い
ま

し
た
が
、
領
空
封
鎖
を
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
結
果
的
に
ア
メ
リ

カ
や
イ
ギ
リ
ス
と
の
対
立
は
起
き
な
か
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
は
ソ
連

領
空
を
開
き
た
い
ん
だ
け
ど
、
ソ
連
に
と
っ
て
は
、
領
空
封
鎖
が

唯
一
国
益
と
自
国
の
安
全
を
守
る
方
法
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で

す
。
や
は
り
一
九
六
〇
年
代
の
ソ
連
が
シ
ベ
リ
ア
ル
ー
ト
を
開
い

て
く
れ
た
こ
と
は
、
非
常
に
大
き
な
こ
と
だ
っ
た
ん
で
す
け
ど
、

ロ
シ
ア
が
今
回
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
踏
み
込
ん
で
い
っ
て
、
北
回
り

ル
ー
ト
が
少
し
難
し
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
や
は
り
民
間
航

空
、
民
間
航
空
商
業
的
に
は
南
の
周
り
ル
ー
ト
と
い
う
も
の
す
ご

く
遠
回
り
で
、
時
間
と
燃
料
を
使
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

）
六
六
（
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七
二

［
質
問
者
］

現
在
、
シ
ベ
リ
ア
上
空
通
過
が
現
在
で
き
な
い
状
態
で
し
て
、

わ
が
国
の
企
業
は
、
自
分
た
ち
が
被
害
者
で
あ
る
か
の
ご
と
く
言

い
募
る
わ
け
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
果
た
し
て
そ
う
な
の
で
し
ょ

う
か
。
た
ま
た
ま
今
ま
で
ソ
連
、
ロ
シ
ア
の
好
意
に
よ
っ
て
通
過

で
き
て
い
た
だ
け
で
あ
っ
て
、
決
し
て
被
害
を
被
っ
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
ん
だ
と
い
う
発
想
に
持
っ
て
い
け
な
い
の
か
な
、
と
い

う
こ
と
を
感
じ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

［
高
田
］

こ
の
間
ア
メ
リ
カ
に
行
く
機
会
を
い
た
だ
い
た
ん
で
す
け
ど
、

サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
が
も
の
す
ご
く
高
く
な
っ
て
い
て
、
航
空
会
社
か

ら
す
れ
ば
、
や
は
り
航
空
会
社
は
規
制
さ
れ
る
側
だ
と
か
、
色
々
、

特
に
コ
ロ
ナ
の
時
す
ご
く
大
変
だ
っ
た
と
思
う
の
で
す
け
ど
、
企

業
努
力
と
共
に
、
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
す
れ
ば
い
い
、
と
い
う
状
況
に

な
っ
て
い
る
の
か
と
思
い
ま
し
た
。

［
質
問
者
］

コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
の
国
々
が
、
結
構
発
言
力
が
あ
っ
た
と
お
伺

い
し
た
と
こ
ろ
な
ん
で
す
け
ど
、
そ
れ
と
比
べ
て
保
護
国
の
国
々

は
少
し
発
言
力
が
弱
い
と
い
う
と
こ
ろ
か
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
そ
の
間
、
中
立
国
の
タ
イ
と
か
、
そ
の
辺
り
の
国
々
の
発
言

［
質
問
者
］

ア
メ
リ
カ
っ
て
、
別
に
ソ
連
領
空
を
積
極
的
に
開
け
て
も
ら
わ

な
い
と
困
る
っ
て
い
う
立
場
で
も
な
い
よ
う
な
感
じ
も
す
る
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
ロ
シ
ア
に
対
し
て
も
、
ア
メ
リ
カ
が
領
空
を
開
け

て
ほ
し
が
っ
て
い
る
み
た
い
な
話
っ
て
、
将
来
的
に
は
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
。

［
高
田
］

そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
米
ソ
冷
戦
と
は
な
ん
だ
っ
た
の
か
と
い
う

と
、
今
後
発
展
す
る
で
あ
ろ
う
地
域
を
、
ソ
連
に
と
ら
れ
る
の
か
、

ア
メ
リ
カ
が
支
配
権
を
維
持
す
る
の
か
と
い
う
。
コ
ー
ル
ド
ウ
ォ
ー

と
対
比
さ
れ
る
ホ
ッ
ト
ウ
ォ
ー
っ
て
大
体
ア
ジ
ア
で
行
わ
れ
て
い

た
ん
で
す
。
ア
ジ
ア
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
植
民
地
主
義
か
ら
解
放
さ

れ
た
ん
で
す
。
で
は
な
ぜ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
ア
ジ
ア
を
植
民
地
に
し

て
い
た
か
と
い
う
と
、
豊
か
さ
、
生
産
力
な
ん
で
す
よ
ね
。
だ
と

す
れ
ば
、
将
来
的
に
そ
の
ロ
シ
ア
の
シ
ベ
リ
ア
の
す
ご
く
人
口
密

度
が
低
い
と
こ
ろ
で
商
売
を
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
等
の
よ
う
な
、
す
ご
く
人
口
密
度
が
高
い
と
こ
で
商
売
す
る

の
か
。
こ
う
い
っ
た
観
点
か
ら
ア
ジ
ア
の
将
来
的
を
み
て
い
く
と
、

結
局
は
、
資
源
の
問
題
、
石
油
の
問
題
、
人
口
の
問
題
で
す
。
そ

こ
を
ソ
連
に
と
ら
れ
な
い
よ
う
に
と
い
う
話
な
ん
で
す
よ
ね
。

）
六
六
（

［
研
究
報
告
会
］
シ
カ
ゴ
国
際
民
間
航
空
会
議
に
至
る
交
渉
過
程
（
松
嶋
）

七
三

［
高
田
］

イ
ギ
リ
ス
は
民
間
航
空
の
中
で
ど
の
よ
う
に
強
み
を
維
持
し
て

き
た
か
っ
て
い
う
と
、
や
は
り
ヒ
ー
ス
ロ
ー
空
港
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
入
り
口
と
し
て
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
お
っ
し
ゃ
る
通
り
、
や
は
り
向
こ
う
だ
と
、
例
え
ば
座

席
を
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
し
て
も
ら
っ
た
っ
て
い
う
と
、
い
き
な
り

税
金
取
ら
れ
る
の
は
イ
ギ
リ
ス
で
、
ア
メ
リ
カ
は
そ
ん
な
に
関
係

な
い
ん
で
す
。
そ
う
い
っ
た
形
で
、
イ
ギ
リ
ス
は
い
か
に
ヒ
ー
ス

ロ
ー
と
い
う
自
国
の
強
み
を
最
大
限
維
持
し
て
い
る
の
か
っ
て
い

う
こ
と
を
、
こ
れ
ま
で
も
実
現
し
て
き
た
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
に
つ
い
て
、
登
乗
客
一
人
一
人
で
文
句
言
う
と
い
う
の
は
非

常
に
難
し
く
て
、
例
え
ば
、
荷
物
が
ち
ょ
っ
と
超
過
し
て
い
る
の

も
イ
ギ
リ
ス
な
ら
お
金
を
と
ら
れ
る
そ
う
で
す
ね
。
な
の
で
、
厳

密
化
と
強
み
と
し
て
の
ヒ
ー
ス
ロ
ー
を
使
え
る
と
い
う
よ
う
な
と

こ
ろ
で
、
そ
う
い
っ
た
方
針
を
ず
っ
と
維
持
し
て
い
る
の
か
な
と

思
う
の
が
、
私
の
今
の
と
こ
ろ
の
意
見
で
す
。

 

以
上

本
稿
は
、「
我
が
国
航
空
交
渉
の
歴
史
的
変
遷
・
要
諦
に
関
す

る
調
査
・
考
察
」
研
究
助
成
企
画
（
一
般
財
団
法
人
関
西
空
港
調

力
は
、
実
際
の
会
議
は
ど
れ
ぐ
ら
い
強
か
っ
た
の
か
と
い
う
と
こ

ろ
を
お
伺
い
し
た
い
で
す
。

［
高
田
］

例
え
ば
総
会
な
ど
が
行
わ
れ
て
も
、
実
際
テ
ク
ニ
カ
ル
な
会
議

と
い
う
の
は
本
当
に
一
部
の
国
だ
け
で
話
し
合
っ
て
い
る
状
況
で

し
た
。

例
え
ば
、
中
国
と
タ
イ
は
、
色
々
な
発
言
を
し
て
い
ま
す
が
、

あ
ま
り
影
響
力
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
こ
で
興
味
深
い
例
と
し
て
、
オ
ラ
ン
ダ
を
紹
介
し
て
お
き
ま

す
。
オ
ラ
ン
ダ
は
一
九
四
五
年
に
な
る
と
、
す
ぐ
さ
ま
ア
メ
リ
カ

に
Ｋ
Ｌ
Ｍ
の
代
表
者
を
送
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
絶
対
余
る
Ｄ
Ｃ－

４
（
ダ
グ
ラ
ス
社
の
航
空
機
）
を
余
剰
物
資
と
し
て
売
っ
て
ほ
し

い
と
い
う
よ
う
に
交
渉
を
開
始
し
て
い
て
、
経
営
メ
ン
バ
ー
も
、

戦
争
が
終
わ
る
と
す
ぐ
民
間
航
空
を
再
開
し
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ

と
し
て
は
、
そ
の
交
渉
の
一
つ
の
手
段
が
売
却
、
も
し
く
は
貸
与
、

も
し
く
は
供
与
で
あ
る
み
た
い
な
と
こ
ろ
が
あ
り
、
最
初
に
交
渉

に
来
た
の
が
Ｋ
Ｌ
Ｍ
だ
っ
た
。

［
松
嶋
］

最
後
に
、
高
田
教
授
に
一
言
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

）
六
六
（
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を
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で
も
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現
し
て
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の
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と
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そ
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、
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一
人
一
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で
文
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と
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う
の
は
非

常
に
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、
例
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ば
、
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が
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て
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る
の

も
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お
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を
と
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れ
る
そ
う
で
す
ね
。
な
の
で
、
厳
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化
と
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と
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の
ヒ
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ス
ロ
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を
使
え
る
と
い
う
よ
う
な
と

こ
ろ
で
、
そ
う
い
っ
た
方
針
を
ず
っ
と
維
持
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て
い
る
の
か
な
と

思
う
の
が
、
私
の
今
の
と
こ
ろ
の
意
見
で
す
。
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上

本
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は
、「
我
が
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変
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調
査
・
考
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」
研
究
助
成
企
画
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財
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は
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実
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会
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強
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と
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う
と
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例
え
ば
総
会
な
ど
が
行
わ
れ
て
も
、
実
際
テ
ク
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カ
ル
な
会
議

と
い
う
の
は
本
当
に
一
部
の
国
だ
け
で
話
し
合
っ
て
い
る
状
況
で

し
た
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例
え
ば
、
中
国
と
タ
イ
は
、
色
々
な
発
言
を
し
て
い
ま
す
が
、

あ
ま
り
影
響
力
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
こ
で
興
味
深
い
例
と
し
て
、
オ
ラ
ン
ダ
を
紹
介
し
て
お
き
ま

す
。
オ
ラ
ン
ダ
は
一
九
四
五
年
に
な
る
と
、
す
ぐ
さ
ま
ア
メ
リ
カ

に
Ｋ
Ｌ
Ｍ
の
代
表
者
を
送
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
絶
対
余
る
Ｄ
Ｃ－

４
（
ダ
グ
ラ
ス
社
の
航
空
機
）
を
余
剰
物
資
と
し
て
売
っ
て
ほ
し

い
と
い
う
よ
う
に
交
渉
を
開
始
し
て
い
て
、
経
営
メ
ン
バ
ー
も
、

戦
争
が
終
わ
る
と
す
ぐ
民
間
航
空
を
再
開
し
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ

と
し
て
は
、
そ
の
交
渉
の
一
つ
の
手
段
が
売
却
、
も
し
く
は
貸
与
、

も
し
く
は
供
与
で
あ
る
み
た
い
な
と
こ
ろ
が
あ
り
、
最
初
に
交
渉

に
来
た
の
が
Ｋ
Ｌ
Ｍ
だ
っ
た
。

［
松
嶋
］

最
後
に
、
高
田
教
授
に
一
言
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

）
六
六
（



日
本
法
学

　第
八
十
九
巻
第
一
・
二
号
（
二
〇
二
三
年
九
月
）

七
四

査
会
二
〇
二
二
年
度
調
査
研
究
助
成
事
業
）
の
研
究
成
果
の
一
部

で
あ
る
。

最
後
に
、
本
資
料
の
掲
載
に
関
し
、
ご
了
解
く
だ
さ
っ
た
高
田

馨
里
教
授
に
対
し
、
深
謝
申
し
上
げ
る
。

）
六
六
（

我
が
国
航
空
交
渉
の
歴
史
的
変
遷
・
要
諦
に
関
す
る
調
査
・
考
察
（
大
沼
・
水
田
）

七
五

available at https://www.icao.int/Meetings/a41/Pages/election-of-the-
council.aspx （最終アクセス日2023年 ５ 月 ８ 日）

（92） 例えば、2019年の交渉討議録参照。U.S. Department of State, U.S.-
Japan Record of Discussions of August 21, 2019, available at https://www.
state.gov/u-s-japan-record-of-discussions-of-august-21-2019/,（ 最 終 ア ク
セス日2023年 ５ 月 ８ 日）。

（93） 加藤編・前掲注（ 1 ）16頁参照［大沼俊之］。
（94） 例えばジェットスタージャパン及び春秋航空ジャパン。
（9５） 航空法は、国際航空運送について、全ての国に共通に適用される前提

で規定していることもあり、未だ設定した運賃について、ダブル・アプ
ルーバル制を念頭に予め国土交通大臣の許可を得るよう規定している（航
空法第10５条第 3 項及び第129条の 2 ）が、これらの国との間の路線につい
ては運用上、届出同様の扱いとなっている。
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